
  

１．平成26年３月期第１四半期の連結業績（平成25年４月１日～平成25年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

  

 

  
 

  

  

   
 

   平成26年３月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）
        平成25年８月２日

上場会社名  株式会社 ほくやく・竹山ホールディングス 上場取引所   札

コード番号  3055 ＵＲＬ   http://www.hokutake.co.jp/

代表者 （役職名）  代表取締役社長執行役員 （氏名）  眞鍋 雅昭

問合せ先責任者 （役職名） 
 

取締役常務執行役員経営管理

統括本部副本部長
（氏名）  巌 友弘 ＴＥＬ   011-633-1030

四半期報告書提出予定日  平成25年８月９日 配当支払開始予定日  －

四半期決算補足説明資料作成の有無：  無      

四半期決算説明会開催の有無      ：  無     

  （百万円未満切り捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年３月期第１四半期  52,475  2.7  317  △19.1  566  △11.3  286  △1.8

25年３月期第１四半期  51,085  3.5  392  －  637  198.5  291  295.7

（注）包括利益 26年３月期第１四半期 354百万円（ ％） 46.3   25年３月期第１四半期 242百万円 （ ％） 327.4

  
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

26年３月期第１四半期  11.41  －

25年３月期第１四半期  11.61  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

26年３月期第１四半期  109,683  41,610  37.9  1,656.78

25年３月期  107,968  41,482  38.4  1,651.67

（参考）自己資本 26年３月期第１四半期 41,610百万円   25年３月期 41,482百万円 

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
25年３月期  － 6.00 － 9.00  15.00

26年３月期  －       
26年３月期（予想）   12.50 － 7.50  20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

平成26年３月期（予想）の中間配当12円50銭の中に、株式会社ほくやく創業100周年記念配当5円が含まれております。

３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  105,000  3.9  950  △0.1  1,350  2.8  700  4.1  27.87

通期  210,000  2.3  2,000  2.2  2,800  2.6  1,550  0.8  61.71

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無
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※  注記事項 

  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

  

  

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年３月期１Ｑ 25,976,221株 25年３月期 25,976,221株

②  期末自己株式数 26年３月期１Ｑ 860,719株 25年３月期 860,496株

③  期中平均株式数（四半期累計） 26年３月期１Ｑ 25,115,578株 25年３月期１Ｑ 25,115,892株

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きが実施中です。

 本資料に掲載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社および当社グループが現時点で入手可能な情報に

基づいております。実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。
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（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年末の政権交代以降の輸出環境の改善や経済対策、金融緩

和を背景とした個人消費の持ち直し、株価の上昇など、景気回復への兆しが見えつつありますが、一方で世界経済

の減速懸念や電力供給問題など依然として不安定要素を抱えています。 

 医療業界におきましては、薬価や償還価格の引下げや医療制度の見直しなど厳しい事業環境が続き、更なる経営

の効率化と合理化が求められております。 

 当社は、総合ヘルスケア企業グループとして「ホールディングスは一つ」をスローガンに掲げ、各事業の強化は

もとより、事業間連携によるシナジーの最大化により、お得意先の利便性向上のための活動を進めてきておりま

す。平成24年度からスタートした第二次中期３カ年計画では、事業間連携をより具体化することによるサービス機

能の一層の強化を推進しております。医薬品・医療材料の総合物品管理業務に取り組むＳＰＤ事業では、管理デー

タをベースとしたお得意先の経営改善につながるご提案など、高い評価をいただく得意先支援事業として、軌道に

乗りつつあります。医療機器卸売事業の㈱竹山では、医療従事者向けに医療機器操作の研修施設、メディカルトレ

ーニングセンター「ヴィレッジプラス」をこの４月に開設し、先端医療機器の操作技術を習得する場として、ま

た、医療機器関連の情報発信基地としての利用が始まっております。また、厚生労働省の描く地域包括ケアシステ

ムの構築に、より積極的に関わっていくため、当社はサービス付高齢者住宅の開設準備に入りました。これまでの

予防、治療、介護といった領域に加え、「住まい」と「生活支援」にも関わり、総合ヘルスケア企業として切れ目

のない地域連携に貢献してまいります。 

 このような状況において、当第１四半期連結累計期間における売上高は、524億75百万円（前年同期比2.7％増）

となりました。また、営業利益は、３億17百万円（同19.1％減）、経常利益は５億66百万円（同11.3％減）、四半

期純利益は２億86百万円（同1.8％減）となりました。 

  

セグメント別の概況は次のとおりです。 

  

（医薬品卸売事業） 

 医薬品卸売事業におきましては、昨年４月の薬価ベース6.0％の薬価引下げの影響や後発医薬品が拡大基調で推

移する中で、依然先行き不透明な環境が続いております。このような中、当期におきましても、高齢化社会の進展

を背景として需要が拡大している生活習慣病薬、抗がん剤、中枢神経系病薬などの売上が引き続き堅調に推移して

おります。利益面では、品目ごとのきめ細かな価格交渉に継続して取り組んでいるものの、依然厳しい価格交渉が

続いていることから、前年比減益となりました。 

 その結果、売上高は410億89百万円（前年同期比1.8％増）、営業利益は93百万円（同66.7％減）となりました。

  

（医療機器卸売事業） 

 医療機器卸売事業におきましては、画像診断機器をはじめ眼科製品・手術装置関連機器などの大型機器の買い替

え需要の受注に加え、医療材料の伸びにも支えられ、売上高は順調に推移いたしました。利益面では、拡販政策に

よる販売割戻金の獲得もあり大幅な増益となりました。 

 その結果、売上高は100億75百万円（前年同期比3.2％増）、営業利益は１億61百万円（同169.9％増）となりま

した。 

  

（調剤事業） 

 調剤事業におきましては、長期処方などによる減少要因がある中、処方元からの応需処方箋枚数増加や前年開設

店の貢献もあり、売上高は順調に推移いたしました。利益面では、開設店の寄与による売上増加の影響により増益

となりました。 

 その結果、売上高は23億34百万円（前年同期比13.9％増）、営業利益は68百万円（前年同期は営業損失６百万

円）となりました。 

  

（介護事業） 

 介護事業におきましては、福祉用具レンタル・販売および住宅改修において福祉用具サービス計画や納品後のフ

ォローの徹底、品揃えの充実、営業員の増員・育成による迅速なサービス体制の充実を図ってまいりました。新規

事業所の開設も寄与し売上高は順調に推移しましたが、営業員の増員・育成などの先行投資による販管費増加の影

響から利益面では前年を下回りました。 

 その結果、売上高は４億69百万円（前年同期比8.5％増）、営業利益は33百万円（同30.9％減）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（ＩＣＴ事業） 

 ＩＣＴ事業におきましては、情報機器販売関連ビジネスを中心に順調に推移し、売上高はほぼ前年並みを確保し

ましたが、利益面では、収益性の高いソフトウエア開発案件に伴う人的投資が先行していることから厳しい状況と

なりました。 

 その結果、売上高は４億38百万円（前年同期比2.1％減）、営業損失は24百万円（前年同期は営業利益０百万

円）となりました。 

  

※ 当第１四半期連結会計期間より、上記セグメントの事業内容がより明確化されるように、「医薬品事業」を

「医薬品卸売事業」に、「医療機器事業」を「医療機器卸売事業」にそれぞれ名称変更いたしました。なお、こ

れによる事業内容の変更はありません。  

    

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、売上債権の増加および仕

入債務の増加等により、当第１四半期連結会計期間末には186億27百万円（前年同期比10.7％減）となりました。 

 当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は４億７百万円（前年同期は13億78百万円の獲得）となりました。これは主に税金

等調整前四半期純利益が５億11百万円（前年同期比1.1％減）、売上債権の増加27億１百万円（同353.0％増）およ

び仕入債務の増加16億18百万円（同2.4％増）によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は３億42百万円（前年同期比22.9％増）となりました。これは主に、有形固定資産

の取得２億16百万円（同133.1％増）および無形固定資産の取得１億21百万円（同23.1％減）によるものでありま

す。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は２億21百万円（前年同期比44.3％増）となりました。これは主に、配当金の支払

１億98百万円（同49.1％増）およびリース債務の返済21百万円（同2.9％増）によるものであります。  

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成25年５月15日の決算短信で発表しました第２四半期連結累計期間および通期の連結業績予想に変更はありま

せん。   
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。    

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

    

該当事項はありません。   

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 19,739 18,769

受取手形及び売掛金 44,058 46,818

商品及び製品 14,008 13,500

仕掛品 50 41

繰延税金資産 1,040 1,301

その他 4,888 5,013

貸倒引当金 △36 △38

流動資産合計 83,749 85,406

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,766 5,670

土地 5,958 5,960

建設仮勘定 － 13

その他（純額） 410 457

有形固定資産合計 12,135 12,102

無形固定資産   

のれん 206 195

ソフトウエア 678 584

その他 466 546

無形固定資産合計 1,351 1,326

投資その他の資産   

投資有価証券 9,423 9,564

長期売掛金 556 511

破産更生債権等 39 38

長期貸付金 42 57

繰延税金資産 117 114

その他 920 923

貸倒引当金 △366 △362

投資その他の資産合計 10,732 10,847

固定資産合計 24,219 24,276

資産合計 107,968 109,683
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 61,350 62,969

1年内返済予定の長期借入金 8 8

未払法人税等 982 489

賞与引当金 673 1,062

役員賞与引当金 95 25

返品調整引当金 55 55

繰延税金負債 0 0

その他 1,012 1,124

流動負債合計 64,179 65,734

固定負債   

長期借入金 5 3

繰延税金負債 1,179 1,221

再評価に係る繰延税金負債 142 142

退職給付引当金 286 289

長期未払金 455 437

資産除去債務 210 211

その他 26 31

固定負債合計 2,306 2,337

負債合計 66,485 68,072

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,000 1,000

資本剰余金 12,756 12,756

利益剰余金 26,830 26,852

自己株式 △425 △426

株主資本合計 40,160 40,182

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,489 2,557

土地再評価差額金 △1,167 △1,128

その他の包括利益累計額合計 1,322 1,428

純資産合計 41,482 41,610

負債純資産合計 107,968 109,683
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

売上高 51,085 52,475

売上原価 47,336 48,623

売上総利益 3,748 3,852

販売費及び一般管理費   

荷造費 191 201

給料 1,486 1,540

役員賞与引当金繰入額 26 24

賞与引当金繰入額 340 348

退職給付費用 86 83

法定福利及び厚生費 286 300

賃借料 63 64

その他 874 970

販売費及び一般管理費合計 3,355 3,534

営業利益 392 317

営業外収益   

受取利息 3 3

受取配当金 92 96

受取事務手数料 104 105

不動産賃貸料 12 20

持分法による投資利益 14 12

貸倒引当金戻入額 14 1

その他 37 45

営業外収益合計 279 286

営業外費用   

支払利息 － 0

不動産賃貸原価 14 21

遊休資産諸費用 12 8

持分法による投資損失 － 2

その他 7 6

営業外費用合計 34 38

経常利益 637 566

特別損失   

固定資産売却損 0 47

固定資産除却損 0 6

投資有価証券評価損 120 －

その他 0 －

特別損失合計 120 54

税金等調整前四半期純利益 517 511

法人税、住民税及び事業税 937 492

法人税等調整額 △711 △267
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

法人税等合計 225 225

少数株主損益調整前四半期純利益 291 286

四半期純利益 291 286
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 291 286

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △49 67

その他の包括利益合計 △49 67

四半期包括利益 242 354

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 242 354

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 517 511

減価償却費 239 255

のれん償却額 19 10

貸倒引当金の増減額（△は減少） △14 △1

受取利息及び受取配当金 △96 △99

支払利息 － 0

為替差損益（△は益） 1 △2

持分法による投資損益（△は益） △14 △10

固定資産売却損益（△は益） 0 47

固定資産除却損 0 6

投資有価証券売却損益（△は益） 0 －

投資有価証券評価損益（△は益） 120 －

売上債権の増減額（△は増加） △596 △2,701

たな卸資産の増減額（△は増加） △312 517

仕入債務の増減額（△は減少） 1,580 1,618

未払消費税等の増減額（△は減少） △22 56

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7 3

賞与引当金の増減額（△は減少） 377 388

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △88 △70

未収入金の増減額（△は増加） 945 167

預り金の増減額（△は減少） 49 38

その他 △263 △274

小計 2,450 462

利息及び配当金の受取額 96 99

利息の支払額 － △0

法人税等の支払額 △1,168 △969

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,378 △407

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △0 △0

有形固定資産の取得による支出 △92 △216

有形固定資産の売却による収入 0 34

無形固定資産の取得による支出 △158 △121

投資有価証券の取得による支出 △11 △11

投資有価証券の売却による収入 1 0

貸付けによる支出 △18 △28

貸付金の回収による収入 1 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △278 △342
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 － △2

単元未満株式の売買による収入及び支出 － △0

配当金の支払額 △132 △198

リース債務の返済による支出 △20 △21

財務活動によるキャッシュ・フロー △153 △221

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 944 △970

現金及び現金同等物の期首残高 19,910 19,597

現金及び現金同等物の四半期末残高 20,854 18,627
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 該当事項はありません。   

   

 該当事項はありません。   

   

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
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Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 該当事項はありません。  

（のれんの金額の重要な変動） 

 該当事項はありません。  

（重要な負ののれん発生益）  

 該当事項はありません。  

  

（セグメント情報等）

  

報告セグメント 

合計 

（百万円） 
医薬品卸売

事業 

（百万円） 

医療機器卸

売事業 

（百万円） 

調剤事業 

（百万円） 

介護事業 

（百万円） 

ＩＣＴ事業 

（百万円） 

その他 

（百万円） 

売上高    

外部顧客への売上高  38,788 9,661  2,043  430  147  13  51,085

セグメント間の内部売上

高又は振替高  
 1,554  101  5  2  300  492  2,456

計  40,343  9,762  2,049  432  448  505  53,541

セグメント利益又は損失

（△） 
 281  59  △6  48  0  246  630

利益 金額（百万円） 

報告セグメント計  630

セグメント間取引消去  △194

のれんの償却額  △19

たな卸資産の調整額  △23

 四半期連結損益計算書の営業利益  392
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）当第１四半期連結会計期間より、「医薬品事業」を「医薬品卸売事業」に、「医療機器事業」を「医療機器

卸売事業」にそれぞれ名称変更いたしました。なお、セグメント名称変更によるセグメント情報に与える影

響はありません 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）  

  

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

 当第１四半期連結会計期間から、「その他」に含まれていた「ＩＣＴ事業」について量的な重要性が増すことが

予測されることから報告セグメントとして記載する方法に変更しております。 

 なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第１四半期連結累計期間の報告セグメントの区分に基

づき作成したものを開示しております。  

  

４．報告セグメントに係る主要な関係会社の異動 

 株式会社モルスは薬局業務の教育等を営んでおりましたが、当第１四半期連結会計期間より介護に関する各種サ

ービス事業を営むこととなりました。これにより、当第１四半期連結会計期間より調剤事業から介護事業へ変更に

なりました。 

 なお、株式会社モルスは社名を株式会社ファーマ・サポートより変更いたしました。  

   

５．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 該当事項はありません。 

（のれんの金額の重要な変動） 

 該当事項はありません。  

（重要な負ののれん発生益） 

 該当事項はありません。  

  

  

報告セグメント 

合計 

（百万円） 
医薬品卸売

事業 

（百万円） 

医療機器卸

売事業 

（百万円） 

調剤事業 

（百万円） 

介護事業 

（百万円） 

ＩＣＴ事業 

（百万円） 

その他 

（百万円） 

売上高    

外部顧客への売上高  39,503 9,982 2,331 467  176  13 52,475

セグメント間の内部売上

高又は振替高  
 1,585 92 3 2  262  477 2,423

計  41,089 10,075 2,334 469  438  490 54,898

セグメント利益又は損失

（△） 
 93 161 68 33  △24  228 560

利益 金額（百万円） 

報告セグメント計  560

セグメント間取引消去  △224

のれんの償却額  △9

たな卸資産の調整額  △7

 四半期連結損益計算書の営業利益  317
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